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平成17年度の東京国立博物館

国
立
博
物
館
が
、
独
立
行
政
法
人
化
し
て
か
ら
五
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
当
館
に
、
毎
年
度
百
万
人
を
超

え
る
入
館
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
皆
様
に
心
か
ら
の

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
す
で
に
三
月
か
ら
、
愛
・
地
球
博（
愛
知
万
博
）

が
開
か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
日
・
Ｅ
Ｕ
市
民
交
流
年
、
日
本

に
お
け
る
ド
イ
ツ
年
、
日
韓
友
情
年
で
あ
り
ま
す
。「
よ
う

こ
そ
！
ジ
ャ
パ
ン
」運
動
に
呼
応
し
、
外
国
か
ら
も
更
に
多

く
の
方
々
が
来
館
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
表
慶
館（
大
正
天
皇
の

ご
成
婚
を
記
念
し
て
明
治
四
十
二
年
開
館
）の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
の
で
、
な
に
か
と
ご
不
自
由
を
か
け
る
こ
と

が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
工
事
に
あ
わ
せ
て
、
法
隆

寺
宝
物
館
を「
憩い

こ

い
の
空
間
」と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
動
線
に
つ
い
て
も
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

九
州
国
立
博
物
館
が
福
岡
県
太
宰
府
市
に
設
置
さ
れ
、

十
月
十
六
日
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。
福
岡
県
と
連
携

し
て
運
営
し
て
い
く
新
し
い
形
態
の
博
物
館
で
あ
り
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

特別展 世界遺産・博物館島「ベルリンの至宝展―よみがえる美の聖域―」
2005年4月5日（火）～6月12日（日）平成館 特別展示室第1～4室
ヨーロッパ最大級の規模と質を誇る「ベルリン博物館島」コレク
ションから、約160点の至宝を世界に先駆けて公開。

特別展「模写・模造と日本美術―うつす・まなぶ・つたえる―」
2005年7月20日（水）～9月11日（日）平成館特別展示室第4室
主に東京国立博物館が所蔵する模写・模造・建築模型で、日本
美術史上の名宝を紹介します。
同時開催　親と子のギャラリー「うつす・まなぶ・つたえる」

平成館特別展示室第3室

興福寺創建1300年記念 特別公開「国宝 仏頭」
2005 年9月21日（水）～10月16日（日）本館特別5室
古代仏教彫刻の代表として教科書にも登場する興福寺の仏頭の
特別公開。

特別展「華麗なる伊万里・雅の京焼」
2005年10月4日（火）～12月4日（日）表慶館
伊万里と京焼の名品で、華麗で多彩な江戸のやきものの世界を
ご堪能いただきます。

特別展「北斎展」
2005年10月25日（火）～12月4日（日）平成館特別展示室第1～4室
肉筆画・版画・版本の各分野最高の作品約500点を通じて北斎
の画業の全貌を明らかにします。

特別展「日中書法名品展」（仮称）
2006年1月11日（水）～2月19日（日）平成館 特別展示室第1～4室
日中両国の書の歴史と美を一望する画期的な展覧会です。

特別公開「国宝・天寿国繍帳と聖徳太子像」
2006年3月14日（火）～4月9日（日）法隆寺宝物館 第6室
奈良・中宮寺の国宝・天寿国繍帳、法隆寺の太子像を特別公開

します。

特別展 開宗1200年記念「最澄と天台の国宝」
2006年3月28日（火）～5月7日（日）平成館 特別展示室第1～4室
比叡山延暦寺ほか全国の天台宗関係の寺院に伝わる多彩な仏教
美術を一堂に展観します。

特別展の予定

東
京
国
立
博
物
館
長

＊'は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。特に記載のないものは東京国立博物館蔵です。
2●
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国宝室の展示予定

3/29（火）～5 / 8（日）

5/10（火）～6 / 5（日）

6 / 7（火）～7 / 3（日）

7 / 5（火）～7/31（日）

8 / 2（火）～8/28（日）

8/30（火）～9/25（日）

9 /27（火）～10/23（日）

10/25（火）～11/20（日）

11/22（火）～12/25（日）

12/27（火）～
2006/1/29（日）

2006/1/31（火）～
3/12（日）

2006/3/14（火）～
4/9（日）

'秋冬山水図 雪舟等楊筆
室町時代・15世紀末～16世紀初

'法華経方便品（竹生島経）
平安時代・11世紀

'山水屏風　鎌倉時代・13世紀　京都・神護寺蔵

'孔雀明王像　平安時代・12世紀

'和歌体十種　平安時代・11世紀

'群書治要 巻第二十二　
平安時代・11世紀

'虚空蔵菩薩像　平安時代・12世紀

'観楓図屏風 狩野秀頼筆
室町～安土桃山時代・16世紀

'元暦校本万葉集 巻第一、六、十二、十八
平安時代・11世紀

'松林図屏風 長谷川等伯筆
安土桃山時代・16世紀

'法華経（久能寺経） 厳王品・方便品
平安時代・12世紀　静岡・鉄舟寺蔵

'地獄草紙　鎌倉時代・13世紀

3 / 8（火）～6/12（日）

8 / 2（火）～9/11（日）

8/30（火）～10/10（月・祝）

9 / 6（火）～12/11（日）

9/13（火）～12/11（日）

9/13（火）～12/18（日）

11/22（火）～12/25（日）

12/20（火）～
2006/3/12（日）

12/23（金・祝）～
2006/3/5（日）

2006/2/7（火）～
3/19（日）

2006/2/7（火）～
3/19（日）

'直刀（号 七星剣）飛鳥時代・７世紀　
大阪・四天王寺蔵　本館13室［刀剣］

'納涼図屏風 久隅守景筆

江戸時代・17世紀　本館7室［屏風と襖絵］

'渓陰小築図 室町時代・15世紀　
京都・金地院蔵　本館3室［禅と水墨画］

'四天王立像 広目天 平安時代・12世紀　
京都・浄瑠璃寺蔵　本館11室［彫刻］

'太刀（号 小龍景光）
鎌倉時代・元享2年（1322） 本館13室［刀剣］

'青磁下蕪瓶 龍泉窯 南宋時代・13世紀
東京・アルカンシェール美術財団蔵　東洋館第5室

'餓鬼草紙　
平安～鎌倉時代・12世紀　本館3室［仏教の美術］

'白糸威鎧 鎌倉時代・14世紀　

島根・日御崎神社蔵　本館5室［武士の装い］

'太刀（名物 三日月宗近）
平安時代・10～11世紀　本館13室［刀剣］

'平治物語絵巻（六波羅行幸巻）
鎌倉時代・13世紀　本館3室［宮廷の美術］

'竹斎読書図 伝周文筆
室町時代・15世紀　本館3室［禅と水墨画］

その他の主な国宝作品の展示予定

'観楓図屏風

'虚空蔵菩薩像

'渓陰小築図
京都・金地院蔵

'平治物語絵巻（六波羅行幸巻）

'群書治要 巻第二十二 '地獄草紙

'松林図屏風

'竹斎読書図

'納涼図屏風

'青磁下蕪瓶
東京・アルカンシェール
美術財団蔵



ベ
ル
リ
ン
博
物
館
島
に
は
五
つ
の
博
物
館
・

美
術
館
が
あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら

十
九
世
紀
に
い
た
る
膨
大
な
作
品
が
所
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
に
は
そ
の
中
か
ら「
聖

な
る
も
の
」を
テ
ー
マ
に
、
選
り
す
ぐ
り
の
作
品

約
一
六
〇
点
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
見
ど
こ
ろ
は
、「
テ
ィ
イ
王
妃
像
頭
部
」

（
紀
元
前
一
三
六
〇
年
頃
）な
ど
、エ
ジ
プ
ト
の
ア

マ
ル
ナ
時
代
の
優
品
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
と
、

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
、レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、ラ
フ
ァ
エ

ロ
、プ
ッ
サ
ン
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典
、近
代

絵
画
の
優
作
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ

け
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
名
作「
聖
母
子
」が
注
目
さ
れ

ま
す
。ま
た
、日
本
で
は
紹
介
の
機
会
が
少
な
い

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
シ
ン
ケ
ル
や
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
の
作
品
、
マ
ネ
の
大
作
「
温
室
に
て
」
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
も
特
記
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
展
示
を
通
じ
て
ベ
ル
リ
ン
の
博
物
館

島
が
誇
る「
聖
な
る
も
の
の
形
」の
真
髄
を
ご
鑑

賞
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
金
子
啓
明
）
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世界遺産・博物館島

ベルリンの至宝展
―よみがえる美の聖域―

エジプト美術からドイツロマン主義の名作まで、ヨーロッパ最大級の
規模と質を誇るベルリン博物館島のコレクションから、
約160点の至宝を公開。世界遺産にも登録された美の殿堂へ、ようこそ。

「日本におけるドイツ年 2005／2006」記念企画東西ドイツ統一15周年

テ
ィ
イ
王
妃
像
頭
部
　
紀
元
前
一
三
六
〇
年
頃
　

王
妃
に
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
テ
ィ
イ
の
迫
力

あ
る
威
圧
的
な
表
情
に
注
目

ラファエロ・サンツィオ　聖母子　1508年頃 甘えるキリストをやさ
しく見つめる聖母マリア。親子の情愛があふれる画面

エドワール・マネ　温室にて　1878ー79年頃 マネ晩年の傑作。1896
年、軍国主義の時代、フランスへの敵愾心が高まるなか、ベルリン博物館
がフランスの作品を正当に評価し購入したもの

カ
ス
パ
ー
・
ダ
ー
フ
ィ
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
　

孤
独
な
木
　
一
八
二
二
年

ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
主
義
の
巨
匠
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
は
北
方
の
自
然
特
有
の
静
謐
で
穏

や
か
な
雰
囲
気
を
た
た
え
る
風
景
を
得

意
と
し
た

世界遺産・博物館島

ベルリンの至宝展
―よみがえる美の聖域―

4月5日（火）～6月12日（日）
東京国立博物館　平成館

主　　催：東京国立博物館　朝日新聞社　TBS
学術協力：プロイセン文化財団

ベルリン国立博物館群
後　　援：外務省　文化庁　ドイツ連邦共和国

大使館　TBSラジオ
特別協賛：新光証券
協　 賛：大日本印刷　損保ジャパン　

日本ベーリンガーインゲルハイム
協　 力：JR東日本　スウォッチグループジ

ャパングラスヒュッテ・オリジナル
ルフトハンザドイツ航空　ルフトハ
ンザカーゴ

企画協力：東映
観 覧 料：一般1400円（1300／1200） 大学・高校生

1000円（900／800） 小・中学生無料
＊（ ）内は、前売り／20名以上の団体料金です
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に
障害者手帳などをご提示ください
お問い合わせ　
0570-06-1234「ベルリンの至宝展」ダイヤル

■記念講演会
4月16日（土）13時30分～15時　

平成館大講堂
「ヨーロッパ絵画と聖なるもの：
ロマン主義を中心に」

成城大学教授 千足伸行
申込締切：3月29日（火）必着

5月8日（日）13時30分～15時
平成館大講堂

「古代オリエントと聖なるもの」
東京国立博物館上席研究員 後藤 健
申込締切：4月19日（火）必着
事前申込制（定員380名）、聴講無料（ただ
し「ベルリンの至宝展」の観覧券が必要）

申込方法：官製往復はがきの「往信用裏
面」に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・
電話番号・希望講演会日を、｢返信用表面｣
に郵便番号・住所・氏名を明記の上、下記
までお申し込みください
＊１枚のはがきで、１人申し込み可能　
＊応募多数の場合は、抽選のうえ聴講券を送り
ます

申込先：〒104-8210
東京都中央区銀座2-16-7 DPR内
「ベルリンの至宝展」講演会係

○Ｃ Staatliche Mvseen zu Berlin
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神
秘
の
微
笑
み
を
た
た
え
る
飛
鳥
彫
刻
の
傑
作
が
、

伝
説
の
舞
台
・
東
博
本
館
特
別
5
室
へ

中
宮
寺
国
宝
菩
薩
半
跏
像

特
別
公
開

国
宝
そ
の
美
と
こ
こ
ろ

高
山
市
合
併
記
念

東
京
国
立
博
物
館
巡
回
展

奈
良
・
斑い

か
る

鳩が

の
中
宮
寺
は
、
聖
徳
太
子
が
法

隆
寺
と
と
も
に
創
建
し
た
日
本
最
古
の
尼
寺
で
、

千
四
百
年
近
く
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

本
尊
は
七
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
国
宝
菩ぼ

薩さ
つ

半は
ん

跏か

像ぞ
う

で
、
そ
の
や
さ
し
く
微
妙
な
彫
刻
の
美
は
、

時
代
を
超
え
て
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
新
鮮
な

感
動
を
与
え
、
和
辻
哲
郎
は『
古
寺
巡
礼
』で
日

本
芸
術
の
最
も
す
ぐ
れ
た
代
表
者
と
称
賛
し
て

い
ま
す
。

今
回
の
特
別
公
開
は
、
飛
鳥
彫
刻
を
代
表
す

る
名
作
と
し
て
教
科
書
に
も
登
場
し
、
多
く
の

日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
国
宝
菩

薩
半
跏
像
を
、
か
つ
て
モ
ナ
リ
ザ
や

ド
ラ
ク
ロ
ワ「
民
衆
を
導
く
自
由
の
女

神
」
な
ど
世
界
の
名
宝
を
展
観
し
た
、

伝
説
的
な
舞
台
で
あ
る
東
京
国
立
博

物
館
特
別
５
室
の
中
央
に
迎
え
、
あ

ら
ゆ
る
方
向
か
ら
、し
か
も
間
近
に
そ

の
至
高
の
美
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く

絶
好
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

た
め
息
が
も
れ
る
よ
う
な
や
さ
し
い
微
笑
み

の
表
情
、
ゆ
る
や
か
に
構
え
た
両
腕
と
力
強
く

交
差
す
る
両
脚
、
柔
軟
な
体
躯
の
ふ
く
ら
み
と

す
っ
と
伸
ば
し
た
背
筋
の
凛り

々り

し
さ
、
写
実
と

意
匠
性
が
一
体
と
な
っ
た
衣
の
重
な
り
な
ど
に
、

古
代
美
術
と
は
思
え
な
い
究
め
ら
れ
た
ラ
イ
ン

と
フ
ォ
ル
ム
の
美
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
お
像
を
前
に
し
て
は
じ
め
て
実
感
さ
れ
、
古

代
飛
鳥
と
の
出
会
い
が
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と

な
る
で
し
ょ
う
。

（
松
浦
正
昭
）

特別公開　中宮寺国宝菩薩半跏像
3月8日（火）～4月17日（日）
東京国立博物館　本館特別5室

主　　催：東京国立博物館　中宮寺
展示照明協力：ヤマギワ（株）、

カラーキネティクス・ジャパン（株）
観 覧 料：一般600円（400）

大学・高校生300円（200）
小・中学生無料

＊（ ）内は20名以上の団体料金です
＊障害者とその介護者1名は無料です。
入館の際に障害者手帳などをご提示ください

東
京
国
立
博
物
館
で
は
、
そ
の
所
蔵
品
を
各
地
の
博
物
館
や
資
料

館
で
公
開
す
る
巡
回
展
を
、
昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）か
ら
続

け
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
岐
阜
県
の
高
山
市
で
開
催
し
、「
国
宝
そ

の
美
と
こ
こ
ろ
」と
題
し
て
、
武
家
の
美
術
を
中
心
に
構
成
い
た
し

ま
し
た
。
高
山
市
は
大
名
茶
人
と
し
て
有
名
な
金か

な

森も
り

宗そ
う

和わ

の
生
ま
れ

た
地
で
す
。
そ
の
宗
和
に
ち
な
ん
で
、
大
名
の
暮
ら
し
の
な
か
で
う

ま
れ
た
絵
画
や
武
具
、
ま
た
武
士
の
教
養
と
し
て
の
能
や
茶
に
か
か

わ
る
装
束
や
道
具
な
ど
、
五
十
四
件
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
織
田
信

勝
が
所
持
し
て
い
た
吉
房
太
刀
と
本ほ

ん

阿あ

弥み

光こ
う

悦え
つ

作
舟ふ

な

橋ば
し

蒔ま
き

絵え

硯す
ず
り

箱ば
こ

の
国
宝
二
件
を
は
じ
め
と
し
て
、
金
森
宗
和
ゆ
か
り
の
宗
和
作
竹

尺
八
花
入
、
野
々
村
仁に

ん

清せ
い

の
色
絵
月
梅
図
茶
壺
、
同
じ
く
色
絵
波

に
三
日
月
図
茶
碗
、
宗
和
所
持
響さ

銅は
り

建
水
な
ど
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
狩
野
永
徳
筆
許き

ょ

由ゆ
う

巣そ
う

父ふ

図ず

屏
風
、
石
山
切
と
い
っ
た
絵

画
・
書
跡
に
も
優
品
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

（
原
田
一
敏
）

'菩薩半跏像　飛鳥時代・7世紀 奈良・中宮寺蔵
かすかに微笑む美しい表情はアルカイック・スマイルの典型とされる後姿もきれい

クスノキの一枚板でできた光背。中心
に蓮華、その外側を小さな仏が取り囲
み、雲が湧き上がる様子を表している

高山市合併記念 東京国立博物館巡回展

国宝その美とこころ
4月8日（金）～5月8日（日）
飛騨・世界生活文化センター
ミュージアム温故知新

主　　催：東京国立博物館　高山市　
飛騨・世界生活文化センター

＊観覧無料

暮
ら
し
を
彩
る
絵
画
や
調
度
、
能
や
茶
の
美
術
な
ど
、

武
家
の
美
術
を
中
心
に
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の

名
品
を
公
開
し
ま
す

■記念講演会
4月17日（日） 13時30分～　飛騨・世界生活文化センター
「武家の装いと教養」当館上席研究員 原田一敏
＊聴講無料（当日受付）

'舟橋蒔絵硯箱　
本阿弥光悦作
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雪せ
っ

舟し
ゅ
う

（
一
四
二
〇
〜
一

五
〇
五
？
）
と
い
え
ば
、

「
慧え

可か

断だ
ん

臂ぴ

図ず

」（
愛
知
・

斉
年
寺
）
が
昨
年
、
国
宝

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
平
成
十
四
年（
二
〇
〇

二
）に
当
館
で
開
催
さ
れ

た
特
別
展
「
雪
舟
」
の
終

了
後
ま
も
な
く
本
格
修
理

が
始
ま
っ
た
国
宝「
山
水

長
巻
」（
山
口
・
毛
利
博
物

館
）
は
、
昨
春
無
事
に
所

蔵
館
に
納
め
ら
れ
た
と
聞

き
ま
す
。平
成
十
八
年
に

も
雪
舟
展（
山
口
県
立
美

術
館
）が
企
画
さ
れ
て
お

り
、雪
舟
没
後
五
百
年
を

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
き

は
今
後
も
つ
づ
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

さ
て
「
秋
冬
山
水
図
」

は
、雪
舟
の
代
表
作
と
し

て
、ま
た
当
館
の
収
蔵
品

の
代
表
格
と
し
て
古
く
か

ら
喧
伝
さ
れ
る
名
品
で

す
。
力
強
い
タ
ッ
チ
と
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
成
を

示
す
印
象
的
な
山
水
画
で

す
が
、実
物
を
見
る
と
思

い
の
ほ
か
小
さ
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。お
そ
ら
く
書
斎
の
よ
う
な
小
さ
な
空

間
で
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
描
い
た

も
の
で
し
ょ
う
。

向
か
っ
て
右
が
秋
景
、左
が
冬
景
で
す

が
、ど
ち
ら
も
画
面
の
下
端
か
ら
見
て
ゆ

く
と
、近
い
も
の
か
ら
遠
い
も
の
へ
、モ
チ

ー
フ
を
順
に
た
ど
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で

き
、小
画
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
雪
舟
は
広

大
な
奥
深
い
空
間
を
表
そ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。そ
の
空
間
構
成
に

は
、以
前
の
山
水
画
に
は
見
ら
れ
な
い
堅

固
さ
、理
知
的
な
構
築
性
が
強
く
感
じ
ら

れ
ま
す
。ま
た
個
々
の
モ
チ
ー
フ
を
描
き

出
す
線
を
見
て
ゆ
く
と
、岩
に
見
ら
れ
る

さ
っ
と
引
か
れ
た
短
く
力
強
い
線
、雪
山

の
輪
郭
を
描
く
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
し
た
線
、

カ
サ
カ
サ
し
た
線
、し
っ
と
り
し
た
線
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
味
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

で
は
雪
舟
は
い
つ
頃
こ
の
作
品
を
描
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
絵
と
同
様
に
雪

舟
の
山
水
画
の
基
本
的
な
描
き
方
、
す
な

わ
ち
中
国
南
宋
の
画
家
・
夏か

珪け
い

の
ス
タ
イ

ル
で
描
か
れ
た
「
山
水
長
巻
」
は
文
明
十

八
年（
一
四
八
六
）六
十
七
歳
の
作
で
、ふ

つ
う「
秋
冬
山
水
図
」は「
山
水
長
巻
」よ

り
あ
と
の
晩
年
期
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。雪
舟
が
中
国
滞
在
中
の
四
十
九
歳

頃
に
描
い
た
「
四
季
山
水
図
」
の
う
ち
の

一
幅
〈
春
〉
も
３
月
23
日
か
ら
4
月
24
日

ま
で
本
館
３
室
に
て
展
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
救
仁
郷
秀
明
）

平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内

2
0
0
５
年
４
月
・
５
月

小
さ
な
画
面
に
ひ
ろ
が
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間

国
宝

秋
冬
山
水
図
雪
舟
等
楊
筆

3
月
29
日
（火）
〜
5
月
8
日
（日）

本
館
2
室
　
国
宝
室◎

四
季
山
水
図（
春
）

雪
舟
等
楊
筆

本
館
3
室
「
禅
と
水
墨
画
」
に
て
3
月
23
日
（水）
〜
4
月
24
日
（日）
に
展
示

'秋冬山水図　雪舟等楊筆 室町時代・15世紀末～16世紀初
緊密なモチーフの配置や力強い筆致は、雪舟の代表作と呼ぶにふさわしい
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本
館
特
別
３
室
で
は「
こ
わ
い
顔
」特
集

を
し
ま
す
が（
本
誌
８
ペ
ー
ジ
参
照
）、
こ

こ
で
は
こ
ど
も
の
愛
ら
し
い
姿
で
ほ
っ
と

和
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
こ
ど
も
を

お
ん
ぶ
す
る
女
性
を
表
し
た
埴
輪
は
、
親

子
の
情
愛
が
今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
こ
と
を

示
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
最
近
は
見
る
こ

と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
お
ん
ぶ
は

こ
ど
も
に
と
っ
て
無
上
の
幸
せ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
母
に
背
負
わ
れ
た
こ
ど
も

の
安
心
し
き
っ
た
顔
は
、
私
た
ち
に
も
幸

せ
を
分
け
て
く
れ
ま
す
。
親
に
と
っ
て
は

泣
い
て
い
る
こ
ど
も
は
少
し
憎
ら
し
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
ど
も

を
表
現
し
た
人
形
に
は
作
り
手
の
子
供
を

慈
し
む
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
ど
も
は
か
わ
い
い
。
な
ん
と
い
っ
て

も
か
わ
い
い
。
何
を
し
て
も
か
わ
い
い
。

こ
ど
も
を
表
現
し
た
作
品
で
ど
う
ぞ
そ
の

か
わ
い
さ
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

（
丸
山
士
郎
）

そ
の
か
わ
い
さ
に
、
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ

特
集
陳
列
「
こ
ど
も
の
姿
」

4
月
19
日
（火）
〜
5
月
29
日
（日）

埴輪 子を背負う女　
栃木県真岡市鶏塚古墳出土 古墳時代・6世紀
古代のお母さんも赤ちゃんをおんぶ

優
れ
た
文
化
財
を
収
集
し
保
管
す
る
こ

と
は
、
博
物
館
の
大
切
な
役
目
で
す
。
そ

も
そ
も
東
京
国
立
博
物
館
は
、
十
一
万
件

を
超
え
る
収
蔵
品
を
誇
る
日
本
最
古
の
博

物
館
で
す
が
、
日
本
と
東
洋
の
考
古
・
美

術
を
体
系
的
に
展
示
す
る
た
め
に
は
、
現

在
の
収
蔵
品
だ
け
で
は
決
し
て
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
当
館
で
は
毎
年
購
入
や
篤

志
家
か
ら
の
ご
寄
贈
に
よ
っ
て
収
蔵
品
を

よ
り
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成

十
六
年
度
に
新
た
に
当
館
の
収

蔵
品
と
な
っ
た
文
化
財
か
ら
、

源
頼
朝
書
状
（
重
要
文
化
財
）、

宣
房
本
三
十
六
歌
仙
絵
巻
断
簡

（
清
原
元
輔
）、「
椅
子
に
よ
り

て
」
北
蓮
城
筆
（
中
御
門
宜
子

氏
・
内
田
溢
子
氏
・
内
藤
政
武

氏
・
柳
原
從
光
氏
・
内
藤
政
忠

氏
寄
贈
）
な
ど
の
作
品
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

重
要
文
化
財
と
は
、
日
本
に
あ
る
建
造
物
・
絵
画
・
彫
刻
・

工
芸
品
・
書
跡
・
典
籍
・
古
文
書
な
ど
の
有
形
文
化
財
の
う
ち
、

文
化
史
的
・
学
術
的
に
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
国（
文
部
科

学
大
臣
）が
指
定
し
た
も
の
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、
重
要
文
化

財
の
な
か
で
も
特
に
優
れ
た
も
の
、
学
術
的
に
価
値
の
高
い
も

の
な
ど
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）

に
新
し
く
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
を
い

ち
は
や
く
披
露
い
た
し
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
機
会
を
お
見
逃

し
な
く
。

（
主
催：

文
化
庁
、東
京
国
立
博
物
館
）

◎源頼朝書状（部分） 平安時代・12世紀
左大臣藤原兼光あての書状。花押のみ頼朝の自筆。
吾妻鏡にも収められている歴史上非常に重要な文書

東
博
の
新
し
い
た
か
ら
も
の

特
集
陳
列
「
平
成
16
年
度
新
収
品
」

5
月
24
日
（火）
〜
6
月
19
日
（日）

新
し
い
国
宝
と
重
文

特
集
陳
列
「
平
成
17
年
新
指
定

国
宝
・
重
要
文
化
財
」

4
月
26
日
（火）
〜
5
月
8
日
（日）

バリアン童子像　
キステル・シャイベ作
（ドイツ・アルスバッハ）
19世紀
あらあら茶碗を割っちゃった

本
館
特
別
1
室

本
館
特
別
2
室
・
特
別
4
室

本
館
特
別
2
室
・
特
別
4
室
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こ
わ
い
顔
に
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類

あ
り
ま
す
。
不
動
明
王
や
四
天
王
の
よ
う

に
怒
っ
て
い
る
顔
と
、
鬼
の
よ
う
に
も
と

も
と
恐
ろ
し
い
顔
で
す
。
怒
り
に
も
、
親

が
こ
ど
も
を
叱
る
よ
う
に
愛
情
か
ら
発
す

る
も
の
と
、
愚
か
な
行
為
や
敵
に
対
す
る

憎
悪
を
と
も
な
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
表
情
が
、
日
本
の
仏
像
や
仮
面
に

ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
た
か
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。

″こ
わ
い
顔

の
怖
さ
は
時
代
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
平
安
時
代
後
期
は
、
目

だ
け
で
怒
っ
て
い
て
恐
ろ
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
鎌
倉
時
代
は
目
が
血
走
り
、
顔
の

筋
肉
も
隆
々
と
し
て
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

能
面
の
般
若
の
怒
り
の
表
情
に
は
、
品

が
あ
り
、
哀
し
さ
が
透
け
て
み
え
ま
す
。

明
王
、
四
天
王
な
ど
の
仏
像
、
能
狂
言

面
、
神
楽
面
、
鬼
の
面
な
ど
あ
わ
せ
て
二

十
点
ほ
ど
で
構
成
し
ま
す
。（

浅
見
龍
介
）

怒
り
と
憎
悪
の
表
情

特
集
陳
列
「
こ
わ
い
顔
」

4
月
12
日
（火）
〜
5
月
22
日
（日）

鴎外遺稿博物館書目解題（部分）
森鴎外著 大正6年～11年写　
鴎外直筆の館蔵資料目録

上野公園地全景
楊泉延足画　明治22年(1889)

花盛りの上野の山は今も昔も大賑わい

桃
の
節
句
も
過
ぎ
て
、
新
緑
の
季
節
を

迎
え
ま
す
。
五
月
の
端
午
の
節
句
に
ち
な

ん
で
、
古
墳
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
兜
を
展
示
し
ま
す
。

平
安
時
代
の
武
士
は
、
鉄
板
を
星
と
呼

ば
れ
る
鋲
で
留
め
て
鉢
を
形
作
っ
た
星ほ

し

兜か
ぶ
と

を
用
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
古
い
古
墳
出
土

の
衝

し
ょ
う

角か
く

付つ
き

冑か
ぶ
と
に
は
、
星
兜
と
形
式
的
な
繋

が
り
を
想
像
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

室
町
時
代
に
な
る
と
鉢
の
表
面
の
筋
の
目

立
っ
た
筋す

じ

兜か
ぶ
と
が
主
流
と
な
り
、
桃
山
か
ら

江
戸
時
代
に
は
紙
な
ど
の
張は

り

懸か
け

で
各
種
の

形
を
あ
ら
わ
し
た
当
世
兜
が
数
多
く
製
作

さ
れ
ま
し
た
。
長
大
な
後

う
し
ろ

立だ
て

を
付
け
た
一

の
谷
形
や
置お

き

手て

拭
ぬ
ぐ
い

形な
り

な
ど
の
当
世
兜
、
兜

の
代
表
的
な
立
物
で
あ
る
初
期
の
鍬
形
や

鉢
の
模
造
な
ど
も
含
め
て
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。

（
池
田
　
宏
）

◎紅糸威星兜　
南北朝時代・14世紀 文化庁蔵
兜正面に利剣と鍬形の立物を打った星兜

端
午
の
節
句
の
お
祝
い
に

特
集
陳
列
「
兜
の
な
が
れ
―
古
墳
か
ら
江
戸
ま
で
―
」

3
月
29
日
（火）
〜
7
月
3
日
（日）

能面　顰（しかみ） 江戸時代・17～18世紀
眉を吊り上げ、牙を剥く烈しい形相。目や歯
が金色なのは人間ではなく、鬼神であること
をあらわす

本
館
16
室〈
歴
史
資
料
〉は
、
平
成
十
七

年
度
は「
日
本
の
博
物
学
」と
い
う
シ
リ
ー

ズ
で
展
示
を
行
い
ま
す
。
最
初
の
特
集
は

「
森
鴎
外
と
帝
室
博
物
館
」で
す
。
大
正
六

年
二
月
、
帝
室
博
物
館
総
長
と
な
っ
た
作

家
の
森
鴎
外
は
、
館
蔵
資
料
の
目
録
刊
行

を
意
図
し
、
一
冊
ご
と
の
丁
寧
な
解
題

と
、
著
者
に
関
す
る
考
証
を
執
筆
し
ま
し

た
。
同
十
一
年
七
月
、
現
職
の
ま
ま
こ
の

世
を
去
り
ま
す
が
、
そ
の
解
題
や
考
証
は

鴎
外
の
広
く
深
い
学
識
を
伝
え
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
正
倉
院
宝
物
の
調
査
な

ど
、
森
鴎
外
が
博
物
館
に
残
し
た
多
大
な

功
績
を
た
ど
り
ま
す
。

五
月
〜
六
月
は
、
上
野
の
山
の
特
集
で

す
。
東
京
国
立
博
物
館
は
、
明
治
十
五
年

に
内
務
省
の
新
博
物
館
と
し
て
上
野
公
園

の
寛
永
寺
本
坊
跡
に
移
転
し
ま
し
た
。
展

示
で
は
、
移
転
前
後
の
寛
永
寺
、
上
野
公

園
、
不
忍
池
な
ど
の
様
子
が
知
ら
れ
る
絵

図
や
錦
絵
な
ど
を
ご
紹
介
し
、
多
く
の

人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
上
野
の
山
の
移

り
変
わ
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
高
橋
裕
次
）

「
日
本
の
博
物
学
」
シ
リ
ー
ズ
ス
タ
ー
ト
！

特
集
陳
列
「
森
鴎
外
と
帝
室
博
物
館
」
3
月
29
日
（火）
〜
5
月
8
日
（日）

特
集
陳
列
「
上
野
の
山
と
東
京
国
立
博
物
館
」

5
月
10
日
（火）
〜
6
月
19
日
（日）

本
館
特
別
3
室

本
館
16
室

歴
史
資
料

本
館
14
室

工
芸

″
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「
行
灯
ケ
ー
ス
」の
楽
し
み

黒
楽
茶
碗
銘
尼
寺
長
次
郎

3
月
23
日
（水）
〜
7
月
3
日
（日）

黒楽茶碗 銘 尼寺
長次郎作　安土桃
山時代・16世紀
腰が張り、胴部には
少しくぼみが。人の
手に自然に添って
くるよう意図され
たかたちだ

そ
の
形
か
ら「
行あ

ん

灯ど
ん

ケ
ー
ス
」と
呼
ば

れ
て
い
る
直
方
体
の
展
示
ケ
ー
ス
は
、

作
品
を
ぐ
る
り
と
周
囲
か
ら
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
時
に

い
ち
ば
ん
見
て
い
た
だ
き
た
い
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
今
回
は「
黒
楽
茶
碗
銘

尼
寺
」を
じ
っ
く
り
と
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
千

せ
ん
の

利り

休き
ゅ
う

の
指
導
の
も
と
長
次

郎
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
楽
茶
碗
。

そ
こ
に
は
使
い
手
の
求
め
る
も
の
が
活い

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
生
ま
れ

た
尼
寺
の
、
掌

た
な
ご
こ
ろ

に
吸
い
込
ま
れ
て
く

る
よ
う
な
形
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
に
。

（
伊
藤
嘉
章
）

平
安
の
華
麗
な
装
飾
経

法
華
経
方
便
品（
竹
生
島
経
）

5
月
10
日
（火）
〜
6
月
5
日
（日）'法華経方便品（竹生島経）（部分） 平安時代・11世紀

和様を代表する装飾経

琵
琶
湖
の
北
岸
近
く
に
浮
か
ぶ
竹ち

く

生ぶ

島じ
ま

に
伝
来
し
た
と
こ
ろ
か
ら「
竹
生
島
経
」と

よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
素
紙
に
金き

ん

泥で
い

の
界か

い

を

引
き
、
金
銀
泥
で
蝶
・
鳥
・
宝ほ

う

相そ
う

華げ

・
霊れ

い

芝し

雲う
ん

の
ほ
か
に
蕨わ

ら
び

や
草
花
な
ど
の
文
様
を

大
き
く
描
い
た
料
紙
に『
法
華
経
』を
書
写

し
た
も
の
で
す
。
現
存
す
る
の
は
、
竹
生

島
に
あ
る
宝
厳
寺
蔵
の「
序
品
」一
帖（
折

本
仕
立
）と
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
こ
の

「
方ほ

う

便べ
ん

品ぼ
ん

」の
一
巻
の
み
で
す
。

下
絵
の
文
様
と
穏
や
か
で
整
然
と
し
た

和
様
の
書
風
か
ら
、
伝
称
筆
者
源
俊
房（
一

〇
三
五
〜
一
一
二
一
）よ
り
溯
っ
て
十
一
世

紀
の
は
じ
め
の
遺
品
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

（
島
谷
弘
幸
）

建
礼
門
院
の
物
語
を
し
の
ぶ

3
月
29
日
（火）
〜
5
月
8
日
（日）

大原御幸図屏風（部分） 長谷川久蔵筆　安土桃山時代・16世紀 か
つての華やかな暮らしからは、想像できない建礼門院の姿。法皇一
行も、画面をみる私たちも袖を濡らす

「
平
家
物
語
」に
取
材
し
た
作
品
。
平

清
盛
の
娘
で
あ
り
、
安
徳
天
皇
の
母
で

あ
る
建け

ん

礼れ
い

門も
ん

院い
ん

は
、
義
経
率
い
る
源
氏

に
壇
ノ
浦
で
滅
ぼ
さ
れ
た
平
家
一
門
の

菩ぼ

提だ
い

を
弔
う
た
め
、
大
原（
京
都
市
）の

麓ふ
も
と
に
庵い

お
り

を
結
び
住
み
ま
し
た
。
そ
の
建

礼
門
院
を
後
白
河
法
皇
が
お
忍
び
で
訪

ね
る
場
面
で
す
。
画
面
の
中
ほ
ど
の
山

道
を
花
篭
を
手
に
下
り
て
く
る
の
が
建

礼
門
院
。
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
く
空
に
金

箔
の
雲
が
緩ゆ

る

や
か
に
浮
か
び
、
満
開
の

桜
や
藤
花
や
草
木
が
細
や
か
に
描
き
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
繊
細
な
表

現
が
、
建
礼
門
院
の
儚は

か
な

げ
な
境
遇
を
強

調
し
て
い
ま
す
。

（
松
嶋
雅
人
）

季
節
を
う
つ
す
意
匠

比
良
山
蒔
絵
硯
箱
な
ど

3
月
15
日
（火）
〜
6
月
19
日
（日）

こ
の
展
示
室
で
は
、
安
土
桃
山
か
ら
江

戸
時
代
に
か
け
て
、
人
々
の
身
の
回
り
を

飾
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
調
度
類
を
並
べ

て
い
ま
す
。
季
節
に
合
わ
せ
、
今
回
は
桜

や
蒲た

ん

公ぽ

英ぽ

な
ど
春
に
因
ん
だ
意
匠
の
品
々

を
集
め
ま
し
た
。
写
真
は
硯

す
ず
り

箱ば
こ

の
蓋ふ

た

の
部

分
で
、
精
細
な
研と

ぎ

出だ
し

蒔ま
き

絵え

に
よ
り
、
山
お

ろ
し
で
有
名
な
比ひ

良ら

山さ
ん

と
落
花
漂
う
湖
面

を
行
く
舟
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
桜
と
若
松
の
文
様
を
器
表
全
面
に
表

し
た
豪
華
な
婚
礼
調
度
や
、
満
開
の
桜
樹

が
立
ち
並
ぶ
吉
野
山
の
図
柄
の
書
棚
な
ど

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
往
時
の
人
々
の
暮
ら

し
ぶ
り
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
竹
内
奈
美
子
）

昔
男
の
恋
心
･
･
･
能
面
・
能
装
束
―
能
「
杜
若
」―
　
　

4
月
26
日
（火）
〜
7
月
3
日
（日）

唐
織
紅
萌
黄
段
流
水
杜
若
模
様

江
戸
時
代
・
18
世
紀
　
舞
台
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
そ
う
な
杜
若

模
様
の
唐
織

能「
杜か

き

若つ
ば
た

」で
は
、「
伊
勢
物
語
」の
主
人
公
・
在あ

り

原わ
ら
の

業な
り

平ひ
ら

は
、歌
舞
の
菩
薩
の
化
現
と
な
っ
て
登
場
し
ま
す
。彼
が
東

あ
ず
ま

下
り
の
旅
の
途
中
、八
橋
で
詠う

た

っ
た「
か
ら
こ
ろ
も
　
き
つ

つ
な
れ
に
し
　
つ
ま
し
あ
れ
ば
　
は
る
ば
る
き
ぬ
る
　
た

び
を
し
ぞ
お
も
ふ
」に
あ
る
唐か

ら

衣こ
ろ
も
は
、業
平
の
恋
人
・
高
子

の
も
の
で
す
。能
舞
台
で
は
、歌
舞
の
菩
薩
で
あ
り
、杜
若

の
精
で
あ
る
業
平
が
、唐
衣

の
か
わ
り
に
美
し
い
長
絹

に
着
替
え
て（
物
着
）、舞
を

舞
い
ま
す
。装

し
ょ
う

束ぞ
く

付づ
け

の
中
に

男
性
が
自
分
の
愛
す
る
女

性
の
姿
に
成
り
代
わ
る
と

い
う
、倒
錯
し
た
愛
情
表
現

が
見
ら
れ
ま
す
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

本
館
2
室

国
宝
室

本
館
9
室

能
と
歌
舞
伎

本
館
8
室

暮
ら
し
の
調
度

本
館
7
室

屏
風
と
襖
絵

本
館
4
室

茶
の
美
術

比良山蒔絵硯箱
塩見政誠作
江戸時代・18世紀
塩見政誠（1646～
1719）は研出蒔絵
の名手として知
られた蒔絵師
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浅あ
さ

野の

長な
が

武た
け

と
い
う
方
を
ご
存
知

で
す
か
。
え
、
ご
存
知
な
い
？
そ

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
の
方

は
国
立
博
物
館
に
な
っ
て
か
ら
三

代
目
の
館
長
で
、
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）か
ら
四
十
四
年
ま
で

そ
の
職
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
東

博
の
基
礎
を
築
い
た
名
館
長
と
い

っ
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
浅

野
館
長
の
就
任
以
来
の
夢
は
法
隆

寺
か
ら
の
献
納
宝
物
を
一
堂
に
す

る
陳
列
館
を
建
築
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
と
お
書
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
夢
が
実
現
す
る
の
が
昭
和
三

十
七
年
。
表
慶
館
の
裏
手
に
戦
後

第
一
号
の
建
造
物
と
し
て
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

を
模
し
た
高た

か

床ゆ
か

建け
ん

築ち
く

で
北
、
中
、
南
の
三
つ
の

陳
列
室
が
あ
り
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
日
だ
け
で
は
あ
り
ま
し
た
が
そ

れ
で
も
献
納
宝
物
を
一
堂
に
観
る

こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ
は
す
て
き

な
場
所
で
あ
り
ま
し
た
。
宝
物
館

に
は
い
る
階
段
の
脇
に
は
遠
慮
が

ち
な
小
さ
な
碑
が
あ
り
ま
し
た
。

几
帳
面
な
篆て

ん

書し
ょ

で
表
面
に
「
法
隆

寺
宝
物
館
」、
そ
の
裏
に
は「
昭
和

三
十
七
年
十
一
月
竣
工
　
浅
野
長

武
書
」
と
あ
り
ま
す
。
浅
野
館
長

が
東
博
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
碑
文

で
す
。

こ
の
碑
が
今
は
宝
物
館
の
右
手

に
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
北
側
、

オ
リ
ー
ブ
の
木
の
下
に
ひ
っ
そ
り

と
お
か
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
、

ど
な
た
か
に
よ
っ
て
ど
こ
か
別
の

位
置
に
据
え
直
さ
れ
る
ま
で
、
こ

の
碑
は
こ
こ
で
静
か
に
博
物
館
を

見
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
碑
の
か
つ
て
の
す
が
た

を
想
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
博
物
館

の
散
歩
を
終
え
る
こ
と
に
し
ま
し

ょ
う
。

（
上
野
仁
哉
）

13 浅
野
館
長
の
夢

旧
法
隆
寺
宝
物
館
石
碑

（最終回）

浅野長武書の法隆寺宝物館碑と校倉（重文）

日
本
最
古
の
仮
面

伎
楽
面
　

4
月
26
日
（火）
〜
5
月
29
日
（日）

伎ぎ

楽が
く

は
、
飛
鳥
時
代
に
百く

済だ
ら

か
ら
伝
わ
っ
た
仮
面
劇
で
す
。
主
に
寺
院

の
法ほ

う

会え

の
時
に
演
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
少
し
下
品
な
内
容
も
含
ん
だ

た
め
か
、
平
安
時
代
に
は
す
た
れ
は
じ
め
て
、
鎌
倉
時
代
に
滅
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
残
る
仮
面
に
は
、
王

や
美
女
、
美
女
に
懸け

想そ
う

す
る
野
獣
の
よ
う
な
男
、
酔
っ
払
っ
た
ペ
ル
シ
ア

系
の
王
と
そ
の
従
者
な
ど
の
面
が
あ
り
、
わ
か
り
や
す
い
演
劇
の
形
を
と

り
な
が
ら
仏
教
の
あ
り
が
た
さ
を
示
し
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

当
館
は
法
隆
寺
に
伝
来
し
た
三
十

一
面
を
所
蔵
し
て
お
り
、
特
に
ク
ス

ノ
キ
製
の
十
九
面
は
飛
鳥
時
代
に
作

ら
れ
た
、
日
本
に
残
る
最
古
の
仮
面

で
す
。
頭
に
す
っ
ぽ
り
と
か
ぶ
る
大

き
さ
で
迫
力
が
あ
り
、
表
情
も
多

彩
。
飛
鳥
時
代
の
お
お
ら
か
な
雰
囲

気
に
ひ
た
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。

（
丸
山
士
郎
）

南
海
か
ら
運
ば
れ
た
腕
輪

ス
イ
ジ
ガ
イ
製
釧
　
5
月
29
日
（日）
ま
で

スイジガイ製釧 静岡県磐田市松林山古墳出土 古墳時代・4世紀
南海産のスイジガイの真中をくりぬいてつくった腕輪

ス
イ
ジ
ガ
イ
は
南
西
諸
島
な
ど
の
南
海

地
域
に
多
く
産
す
る
巻
貝
の
一
種
で
す
。

貝
製
の
腕う

で

輪わ

は
、
弥
生
時
代
に
南
海
産
の

も
の
を
加
工
し
て
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
ま
し

た
が
、
古
墳
時
代
に
な
る
と
碧へ

き

玉ぎ
ょ
く

製
の
腕

輪
へ
と
姿
を
か
え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は

数
少
な
い
ス
イ
ジ
ガ
イ
を
用
い
た
腕
輪
で

あ
り
、
突
起
と
体
部
に
線
刻
が
施
さ
れ
、

全
体
に
赤
い
顔
料
が
の
こ
っ
て
い
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
埋
葬
施
設
で
あ
る
竪た

て

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

の
東
北
隅
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
、

死
者
の
腕
に
装
着
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
辟へ

き

邪じ
ゃ

な
ど
の
呪じ

ゅ

術じ
ゅ
つ

的
意
味

を
込
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
日
高
　
慎
）

◆
春
の
庭
園
開
放

本
館
北
側
の
庭
園
を
公
開
し
ま
す
。エ
ド

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
、オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、ギ
ョ

イ
コ
ウ
ザ
ク
ラ
な
ど
10
種
類
も
の
桜
が

次
々
と
開
花
す
る
庭
園
は
、一
年
で
も
っ
と

も
美
し
い
花
の
園
に
な
り
ま
す
。天
候
に
よ

り
開
放
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
天

気
の
よ
い
日
を
選

ん
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
ま
せ
。

3
月
12
日
（土）
〜

4
月
17
日
（日）

10
時
〜
16
時

◎伎楽面 崑崙　飛鳥時代・7世紀
美人の呉女にいいよって、力士に
こらしめられる役

法
隆
寺
宝
物
館
第
3
室

平
成
館

考
古
展
示
室

◆『
M
U
S
E
U
M
』5
9
4
号

（
平
成
17
年
2
月
15
日
発
行
）の
掲
載
論
文

①
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
紀
寺
跡

（
小
山
廃
寺
）出
土
軒
瓦
」

森
郁
夫（
帝
塚
山
大
学
教
授
）

②
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
瓦
の
紹
介

―
東
大
寺
中
世
瓦
を
中
心
に
―
」

芦
田
淳
一（
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所

特
別
研
究
員
）

③
「
宝
城
坊
本
堂
十
二
神
将
像
考
」

山
本
勉（
当
館
教
育
普
及
室
長
）

④
「
東
京
国
立
博
物
館
に
お
け
る
環
境
保
全
計
画

―
所
蔵
文
化
財
の
恒
久
的
保
存
の
た
め
に
―
」

神
庭
信
幸（
当
館
保
存
修
復
課
長
）

表
紙
解
説「
竹
梅
図
屏
風
」
尾
形
光
琳
筆

小
野
真
由
美（
当
館
列
品
室
研
究
員
）

＊
購
読
の
お
問
い
合
わ
せ
は

当
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

TEL
0
3
ー
3
8
2
2
ー
0
0
8
8
ま
で



教育普及事業のお知らせ
2005年9月までの講座・講演会

親と子のギャラリー 博物館で
総合学習、生涯学習

■月例講演会
毎月１回、当館の展示・研究員の研究テーマ等に関連した講演

会を開催します。

4月23日（土）13時30分～15時

「考古の見方・楽しみ方」平常展室研究員日高慎

5月14日（土）13時30分～15時

国際博物館の日記念

「ミュージアムの建築 ―法隆寺宝物館、ＭoＭＡその他の設計をとおして―」

建築家 谷口吉生

6月25日（土）13時30分～15時

「写経料紙の荘厳について」保存修復室長高橋裕次

7月16日（土）13時30分～15時

「デザインから見る切手の世界」

当館客員研究員・切手の博物館学芸員田辺龍太

8月20日（土）13時30分～15時

「仏像の起源とその展開―中央アジアから中国へ―」

当館名誉館員杉山二郎

9月3日（土）13時30分～15時

「本阿弥光悦―人と芸術―」当館名誉館員林屋晴三

会場：平成館大講堂　定員：380名 聴講無料（ただし入館料が必要です）

■テーマ別講演会
共通テーマで企画された、専門性のある連続講演会です。

「東国の彫刻史」全4回

第1回　6月4日（土）13時30分～15時

「古代東国の造像」図書・映像サービス室長岩佐光

第2回　6月18日（土）13時30分～15時

「鎌倉幕府御家人の造像」清泉女子大学教授山本勉

第3回　7月9日（土）13時30分～15時

「鎌倉新仏教の諸宗派」

東京文化財研究所美術部主任研究官津田徹英

第4回　7月30日（土）13時30分～15時

「鎌倉大仏と宋風の仏像」出版企画室長浅見龍介

会場：平成館大講堂　定員：380名（先着順）

聴講無料（ただし入館料が必要です）

※ほかに国際博物館の日記念講演会として、東京国立博物館文学講演

会「池波正太郎」が企画されています。本誌14ページ参照
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親と子のギャラリー

うつす・まなぶ・つたえる
会場：平成館特別第3室
会期：2005年7月20日（水）～9月11日（日）
特別展「模写・模造と日本美術」と同時開催です。

同じテーマを別の視点から、わかりやすく解説。

日本美術の知らなかった一面をお見せします。

親と子のギャラリー

鏡のうらおもて
会場：平成館企画展示室
会期：2005年11月8日（火）～12月18日（日）
中国から日本に伝えられた鏡は不思議な工芸品。

呪術に用いられたり、神仏が宿ったり…。裏側は文

様（デザイン）の宝庫です。鏡の魅力、裏も表もお

見せします。

親子で楽しめるわかりやすい展示です。
ワークショップもあります。

1

2

親と子のギャラリー

博物館ってどんなところ？：
たてもの編

会場：平成館企画展示室
会期：2006年3月7日（火）～4月23日（日）
「博物館ってどんなところ？」シリーズ第三弾は博物

館の建築や展示空間に注目します。それぞれのた

てものには、由来や工夫があります。開かずの扉の

内側もご紹介します。

3

「仏像のひみつ」ワークショップ〈博
物館探険：仏像もちものさがし〉
（2005年2月）と親と子のギャラリー
「文字・もじ・モジ」ワークショップ
〈とうはく書道道場〉（2004年8月）

当館では、児童・生徒のグル

ープ学習を、ボランティアと協力

して受け入れています。館内ガ

イドをはじめとして、生徒の興味

がある分野にあわせたガイド、根

付作りやお茶会などの体験学

習、博物館の仕事の体験など、

楽しいプログラムを用意してい

ます。事前にお問い合わせくだ

さい（TEL03-3822-1111当館教育

普及室まで）。また、一般の来館

者を対象にした、さまざまなガイ

ドやツアーも行っています。スケ

ジュールの詳細は本誌16ページ

（裏表紙）のカレンダーをご覧くだ

さい。皆様の参加をお待ちして

います。

当館ボランティアによる館内ガイド
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「
ご
本
尊
、上
野
へ

ー
盧
舎
那
仏
五
四
〇
キ
ロ
の
旅
」

未
知
の
構
造
と
、
高
さ
へ
の
挑
戦

唐
招
提
寺
の
本
尊
・
盧る

舎し
ゃ

那な

仏ぶ
つ

の
よ
う

に
、
大
き
く
、
し
か
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
造

り
の
仏
像
を
奈
良
〜
東
京
と
い
う
長
い
距

離
を
運
ぶ
こ
と
は
、
誰
も
経
験
し
た
こ
と

が
な
く
、
正
直
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
と

に
か
く
、
こ
の
歴
史
的
な
輸
送
を
安
全
に

完
了
す
る
た
め
に
で
き
る
限
り
の
努
力
を

し
よ
う
と
い
う
思
い
で
し
た
。

輸
送
が
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
い
ち
ば
ん
の

理
由
は
、
脱だ

っ

活か
つ

乾か
ん

漆し
つ

造づ
く
り

と
い
う
こ
の
像
の

構
造
に
あ
り
ま
す
。
中
が
空
洞
の
い
わ
ば

「
張
り
子
」状
態
で
、
表
面
と
中
の
構
造
が

一
体
で
な
い
こ
と
か
ら
、
輸
送
中
に
そ
れ

ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
動
き
、
ど
の
よ
う
な

負
荷
が
か
か
る
か
予
測
が
極
め
て
困
難
な

の
で
す
。
作
品
の
状
態
を
事
前
に
調
査

し
、
梱
包
や
輸
送
方
法
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
る
う
ち
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
震
動

を
い
か
に
お
さ
え
る
か
で
あ
る
と
い
う
結

論
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
対
策
の
一
つ
が
、
ア
イ
ソ
レ
ー
タ

ー
と
呼
ば
れ
る
振
動
衝
撃
吸
収
装
置
で

す
。
こ
れ
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
使
っ

て
輸
送
中
の
振
動
・
衝
撃
を
安
全
な
範
囲

内
に
吸
収
す
る
免
震
装
置
で
、
宇
宙
ロ
ケ

ッ
ト
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
精
密
機
器

を
搭
載
す
る
際
に
も
使
用
さ
れ
る
も
の
で

す
。
最
善
の
梱
包
に
加
え
、
よ
り
安
全
な

輸
送
環
境
を
作
る
と
い
う
考
え
に
基
づ

き
、
こ
の
装
置
の
導
入
が
東
博
の
保
存
修

復
担
当
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

輸
送
を
困
難
に
し
た
も
う
一
つ
の
大
き

な
理
由
は
高
さ
で
し
た
。
通
常
こ
の
大
き

さ
の
像
を
運
ぶ
時
は
横
に
寝
か
せ
て
運
び

ま
す
が
、
今
回
は
中
が
空
洞
で
す
の
で
坐

っ
た
ま
ま
の
状
態
で
運
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
道
路
交
通
法
に
よ
り
各
種
道
路

を
走
行
で
き
る
車
の
高
さ
は
四
・
五

に

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
像
自
体
が
高
さ
約

三
　
、
梱
包
後
の
総
高
は
四
　
近
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
輸
送
に
は
、
地
表

か
ら
の
高
さ
が
わ
ず
か
五
十
　
と
い
う
低

床
で
し
か
も
エ
ア
・
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を

備
え
た
ト
レ
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
こ
の
よ
う
な
巨
大

な
も
の
が
入
る
コ
ン
テ
ナ
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
緩
衝
材
等
で
表
面
を

養
生
し
た
鉄
板
に
梱
包
し
た
像
を
載
せ
て

木
枠
に
固
定
、
こ
の
外
側
に
調
湿
ベ
ニ
ヤ

を
貼
っ
た
鉄
の
壁
を
め
ぐ
ら
せ
て
二
重
の

箱
を
作
り
、
さ
ら
に
防
水
シ
ー
ト
な
ど
で

覆
っ
て
ト
レ
ー
ラ
ー
に
積
載
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
す
べ
て
が
初
め
て
の
こ
と
で

す
。
万
全
を
期
し
て
本
番
に
近
い
形
で
の

走
行
実
験
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

角
材
で
リ
ハ
ー
サ
ル

走
行
実
験
は
二
〇
〇
四
年
の
十
月
半
ば

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
験
の
目
的
は
、

輸
送
中
に
受
け
る
振
動
と
衝
撃
、
温
湿
度

の
変
化
が
適
切
な
範
囲
で
収
ま
る
か
ど
う

か
を
計
測
し
て
、
像
の
梱
包
仕
様
に
つ
い

て
の
最
終
方
針
を
固
め
る
こ
と
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
ご
本
尊
そ
の
も
の
で
実
験
す
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
像
と
同
じ

四
六
〇
　
の
角
材
を
積
ん
だ
ト
レ
ー
ラ
ー

が
、
唐
招
提
寺
か
ら
栗
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ま
で
を
往
復
し
ま
し
た
。

内
梱
包
以
外
の
コ
ン
テ
ナ
部
分
は
、
実

際
の
輸
送
と
同
仕
様
の
も
の
を
五
日
間
か

け
て
準
備
し
、
実
験
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

実
験
当
日
は
快
晴
。
振
動
計
、
温
湿
度
デ

ー
タ
ロ
ガ
ー
な
ど
の
測
定
機
器
を
内
枠
と

外
枠
に
合
計
六
個
取
り
付
け
た
コ
ン
テ
ナ

を
ト
レ
ー
ラ
ー
に
積
み
込
み
、
ト
レ
ー
ラ
ー

に
も
測
定
機
器
を
取
り
付
け
た
後
、朝
九

時
に
出
発
。順
調
に
走
行
し
て
予
定
よ
り
早

く
四
時
間
程
度
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
実
験
で
得
た
振
動
計
の
測
定
値
か

ら
、
荷
台
上
の
衝
撃
は
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
ー

に
よ
っ
て
効
果
的
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
輸
送
中
の
温
湿

度
変
化
に
つ
い
て
も
非
常
に
安
定
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際

に
走
っ
て
み
て
は
じ
め
て
、
コ
ン
テ
ナ
に

か
ぶ
せ
た
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
下
か
ら
風

が
入
っ
て
膨
ら
ん
で
し
ま
う
な
ど
の
問
題

点
や
、
道
路
状
況
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
輸
送
用
の
箱
を
組
み
立
て
る
作

業
工
程
を
細
か
く
確
認
、
予
行
演
習
が
で

き
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
し
た
。
ボ
ル

ト
の
穴
一
つ
ま
で
細
か
い
寸
法
を
合
わ
せ

る
な
ど
設
計
図
通
り
に
い
か
な
い
部
分
を

改
善
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
ご
出
立
―
上
野
へ

十
一
月
末
、
唐
招
提
寺
境
内
に
あ
る
修

理
所
で
像
の
梱
包
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

開
始
前
に
は
法
要
が
営
ま
れ
、
作
業
の
無

事
を
祈
り
ま
し
た
。

ようこそ！�
博物館の舞台裏へ�

第
4
回

ご
案
内
　
図
書
・
映
像
サ
ー
ビ
ス
室
長

（
彫
刻
担
当
研
究
員
）

三
月
六
日
に
無
事
閉
幕
し
た
「
唐
招
提
寺
展
」
の
た
め
、
八
世
紀
に
像
が
造
ら
れ
て
以
来
は
じ
め
て
お
寺
を
出
た

ご
本
尊
、
盧
舎
那
仏
。
こ
の
歴
史
的
な
事
業
を
可
能
に
し
た
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
経
験
を
生
か
し
た
技
と
努

力
、
そ
し
て
最
新
の
科
学
技
術
で
す
。
奈
良
か
ら
上
野
へ
、
ご
本
尊
の
長
い
長
い
旅
の
道
の
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

梱包に使う竹の加工。手作業で最適な薄さに削る

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

キ
ロ

セ
ンチ

枠に取り付けた振動計

走行実験に出発するトレーラー

｢唐招提寺展｣盧舎那仏像の展示風景
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作
業
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
左
手
を
抜

い
て
別
梱
包
し
、
本
体
は
右
手→

頭→

体

の
順
に
梱
包
し
ま
す
。
像
全
体
を
で
き
る

だ
け
凹
凸
が
少
な
く
単
純
な
一
か
た
ま
り

の
形
と
な
る
よ
う
に
包
み
ま
す
。
首
の
部

分
は
漆
の
層
が
薄
く
特
に
弱
い
の
で
、頭

と
体
を
竹
で
固
定
し
て
一
体
化
さ
せ
、移

動
中
に
頭
と
体
が
別
々
に
揺
れ
て
大
き
な

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
表
面
の
漆
に
亀
裂
が
入
っ
た
個
所

も
あ
っ
た
た
め
、
で
き
る
限
り
柔
ら
か

く
、
幾
層
に
も
梱
包
資
材
を
重
ね
て
像
の

表
面
に
か
か
る
力
が
分
散
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
国
内
輸
送
で
は
通
常
こ
こ
ま
で

し
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
表
面
の
保
護
も
十

分
に
考
え
て
、
海
外
へ
輸
送
す
る
場
合
か

そ
れ
以
上
の
厳
重
な
梱
包
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
像
の
梱
包
に
使
用
す
る
資
材

は
す
べ
て
こ
の
像
に
あ
わ
せ
た
サ
イ
ズ
の

も
の
を
新
た
に
作
製
。
竹
の
資
材
一
本
ま

で
手
作
り
で
す
。

今
回
の
梱
包
は
、美
術
輸
送
の
経
験
豊

富
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
、あ
ら
ゆ
る
面

で
よ
く
考
え
抜
か
れ
た
仕
様
だ
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
梱
包
の
済
ん
だ
お
像
は

緩
衝
材
を
貼
っ
た
鉄
板
に
載
せ
、返
却
ま

で
像
本
体
に
力
を
加
え
る
こ
と
な
く
、鉄

板
ご
と
移
動
し
ま
し
た
。こ
の
鉄
板
に
コ

ン
テ
ナ
と
な
る
鉄
枠
を
取
り
付
け
る
の

で
す
が
、
そ
の
枠
の
四
隅
に
穴
を
あ
け
、

ク
レ
ー
ン
で
吊
る
す
時
の
金
具
や
、博
物

館
に
着
い
て
か
ら
の
移
動
を
楽
に
す
る

た
め
の
ロ
ー
ラ
ー
が
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
十
二
月
九
日
、
朝
四
時
半

集
合
。
移
動
当
日
の
作
業
は
、
ま
だ
暗
い

う
ち
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
七
時
半
、
長

老
ほ
か
唐
招
提
寺
の
お
坊
さ
ん
に
見
送
ら

れ
て
上
野
ま
で
の
長
い
旅
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
私
は
他
の
作
品
を
載
せ
た
美
術
品

専
用
輸
送
車
で
追
走
し
ま
し
た
が
、
全
行

程
を
通
し
て
安
定
し
た
走
行
で
し
た
。
た

だ
、
都
内
に
入
っ
て
か
ら
は
一
般
道
を
走

っ
た
の
で
、
大
丈
夫
と
わ
か
っ
て
は
い
て

も
歩
道
橋
が
見
え
る
と
無
事
に
く
ぐ
れ
る

か
心
配
に
な
っ
た
り
、
曲
が
り
角
で
は
曲

が
り
き
る
ま
で
ひ
や
ひ
や
し
た
り
…
…
。

朝
七
時
の
出
発
か
ら
実
に
約
十
二
時
間

後
、
夜
七
時
過
ぎ
、
す
っ
か
り
日
が
暮
れ

て
か
ら
の
東
博
到
着
で
し
た
。

到
着
の
時
は
、
館
長
以
下
博
物
館
の
ス

タ
ッ
フ
、
共
催
者
の
皆
さ
ん
、
ま
た
早
朝

の
作
業
後
新
幹
線
で
移
動
し
た
輸
送
会
社

の
み
ん
な
が
出
迎
え
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り

と
平
成
館
内
に
運
び
込
み
、
そ
の
後
数
日

間
は
、
環
境
に
慣
ら
す
た
め
コ
ン
テ
ナ
ご

と
保
管
。
十
日
後
に
展
示
室
へ
と
運
び
、

解
梱
、
到
着
二
週
間
後
に
像
を
台
座
に
載

せ
、
作
業
用
の
足
場
を
外
し
た
時
に
や
っ

と
少
し
ほ
っ
と
で
き
ま
し
た
。

今
後
こ
れ
以
上
に
困
難
な
輸
送
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
記
録
や
デ
ー
タ

を
も
と
に
一
つ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
作
っ
て
い

け
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ご
本
尊
に

は
、
金
堂
が
修
理
を
終
え
、
再
び
お
目
見

え
す
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
旅
の
疲
れ
を
癒

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
構
成
　
鬼
頭
智
美
）

①まずは腕から。揉んで柔らかくした薄
葉紙を指の間に詰めてくるみ、薄葉紙、
綿､さらしでくるんで玉糸で止める

お寺の駐車場で輸送用トレーラーに積み込む

盧舎那仏を輸送す
るトレーラーの運転
という大役を果たし
た一人、狩野さん

列品室 岩渕建夫

■ 材 料：薄葉紙（和紙）､木綿わた､
さらし､玉糸（麻紐）､竹ひご

■ 所要日数：約1週間

②本体は頭部から順に、揉んだ薄様紙でく
ぼみを埋め、ふとん状にした薄葉紙をあて
て紙紐で止め､綿をかける。さらに綿を固
定するため、さらしを均一に、像に余分な
力がかからないよう巻き、玉糸で止めてテ
ープで固定。これらは、温湿度変化に柔軟
に適応し、緩衝材の役割も果たす

③顔および体をさらにウレタンで覆い､
胸と膝に木綿製の特製ネットをかけて梱
包材をなじませる

④首の負担を軽くするため、4～5ミリに
薄く削った竹ひごを、頭から体にわたし
て一体化させ、固定。頭上には小さいクッ
ション材を載せて直接竹があたらないよ
うにする

⑤梱包した像をほんの少しずつ浮かせ
て、像の下に、緩衝材を貼った鉄板を差
し入れる。鉄板に鉄枠の最下部を固定し、
そこに吊り上げ用の金具を取り付け、ク
レーンで吊って移動。アイソレーターを
組み込んだ鉄枠の底部分に固定する

⑥木枠を組んで、そこに像を固定
する。ひざの部分は、像にあわせ
て型取りしたウレタンを何段に
も積んで固定。肩の部分も型取り
したウレタンで左右から挟むよ
うに押さえ、木枠と像が一体とな
るように固定する

⑦木枠の外側に鉄の枠を組む。内側に調
湿ベニヤを貼り、合わせ目にはゴムを貼
って密閉

鉄枠をストレッチフィルムなど
で包み、断熱のアルミシートで覆
った後､最後に雨よけのシートを
かぶせてきっちり固定し

梱包の達人が紹介
盧舎那仏の包み方

これで像の内梱包は完了。外枠を取り付ける

完成！

出発当日
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◆コンサートのお知らせ

◆国際博物館の日記念講演会

◆招待券プレゼント
世界遺産・博物館島「ベルリンの至宝展」の
招待券をペアで10名の方に抽選でプレゼント
します。ご希望の方は、はがきに、住所・氏名
（ふりがな）・男女・年齢・職業ならびに、この
号でいちばん面白かった企画をご記入の上、下
記までお送りください。締切は4月30日。発表は
発送をもって替えさせていただきます。

〒110ー8712
台東区上野公園13ー9
東京国立博物館　広報室　
ベルリン展招待券係宛

小金井造園株式会社様
財団法人ソニー教育財団様
株式会社 NTTドコモ様
斎藤 京子様
井上 萬里子様
田添 博様
京菓匠　
株式会社東京美術様

匡人様
岩沢 重美様
高田 朝子様
齋藤 京子様
齋藤 邦裕様
株式会社安井建築設計事務所様
株式会社ナガホリ様
井上 静男様
和田 喜美子様
佐々木 芳絵様
藤原 紀男様
小田 昌夫様
吉岡 昌子様
松本建設株式会社様
関谷 徳衛様
高橋 守様
小澤 桂一様

特別会員
日本電設工業株式会社様
東京電力株式会社様
株式会社コア様
株式会社精養軒様
毎日新聞社様　
大日本印刷株式会社様
株式会社大林組東京本社様
朝日新聞社様
株式会社
ホテルオークラエンタープライズ様
株式会社ミロク情報サービス様
TBS 様
NHK 様
東京新聞・中日新聞社様
株式会社電通様
読売新聞東京本社様
クラブツーリズム株式会社様

維持会員
三菱電機
ビルテクノサービス株式会社様
早乙女 節子様
株式会社三冷社様
宇津野 和俊様
伊藤 信彦様

株式会社光彩工芸様
上久保 のり子様
寺本 明男様
櫛田 良豊様
株式会社
スタイルカフェ・ドット・ネット様
長谷川 英樹様
池田 孝一様
木村 剛様
観世 あすか様
コクヨ株式会社様
星埜 由尚様
関口 大志様
株式会社鴻池組東京本店様
株式会社アクタス様
林 宗毅様
安田 敬輔様
久保 順子様
渡辺 章様
稲垣 哲行様
堀江 磨紀子様
帖佐 誠様
株式会社古美術藪本様
飯岡 雄一様　

〈ほか10名3社、順不同〉

東京国立博物館賛助会員 2005年2月21日現在

文化庁芸術祭大賞受賞記念

バロック音楽の夕べ　
～中野振一郎の真髄！C.P.E.バッハの世界～

（2005年日・EU市民交流年記念イベント）

日　時 4月16日（土） 19時開演
会　場 東京国立博物館　表慶館
出　演 中野振一郎（チェンバロ）
主　催 東京国立博物館　日本テレマン協会
曲　目 C.P.E.バッハ：プロイセン・ソナタ

ハ短調Wq.48-4 ほか
料　金 5000円（平常展観覧券付） 150席　全席自由

東京藝術大学連携事業 ピアノ名曲コンサ－ト
日　時 5月27日（金）

（昼の部）14時開演 （夜の部）18時開演
会　場 東京国立博物館　本館特別5室
出　演 羽石道代
主　催 東京国立博物館、東京藝術大学大学院音楽研究科
料　金 無料（ただし入館料が必要）

サマ－イン クラリネットコンサ－ト
日　時 6月13日（月） 19時開演　※18時15分正門開門
場　所 東京国立博物館　平成館ラウンジ
出　演 デ－ビッド．Ｓ．グレシャム（クラリネット）

桃子グレシャム（ピアノ）、金田賢一（朗読）
主　催 東京国立博物館　サロン・ド・ソネット
曲　目 スカルラッティ：ソナタＫ．144 カンタ－ビレ　ほか　
料　金 5000円（平常展観覧券付） 300席　全席自由

チケットのお求め方法
●当館正門観覧券売り場でチケット販売
受　付　開館日の9時30分～閉館30分前（月曜休館）
●電話予約販売
申込先　東京国立博物館イベント担当　TEL 03－3821－9270
受　付　月曜日～金曜日の9時30分～17時（祝日は除く）
※チケットは、当館正門観覧券売り場にて現金引き換えでお渡しします

引換時間 開館日の9時30分～閉館30分前（月曜休館）
※各イベント詳細は、東京国立博物館イベント担当（TEL 03-3821-9270）または、
当館ホームページでご確認ください

※お車でのご来館はご遠慮ください

5月14日（土） 13時30分～15時
「ミュージアムの建築
ー法隆寺宝物館、MoMAその他の設計をとおしてー」

谷口吉生（建築家）
5月15日（日） 14時～16時10分
東京国立博物館文学講演会　池波正太郎
「池波正太郎・男のリズム」

縄田一男（文芸評論家）
「書斎の池波正太郎」

鶴松房治（池波正太郎文庫指導員）

会　場 東京国立博物館　平成館大講堂
聴講無料（ただし当日の入館料は必要）
380席（当日受付先着順）

◆東京国立博物館賛助会員募集のご案内
東京国立博物館では賛助会員制度を設け、当館を幅広くご支援いただいてお
ります。賛助会員よりいただいた会費は、文化財の購入・修理、調査研究、平常
展・施設整備等の充実に充てております。どうか賛助会の趣旨にご理解ご賛同
いただき、ご入会くださいますようお願い申し上げます。
入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）有効

賛助会員には、特別会員と維持会員との二種類があります。

年会費　

特別会員　　100万円以上

維持会員　　法人　20万円　

個人　5万円

特　典　

●特別展の特別内覧会にご招待　
●国立博物館ニュースの送付

＊賛助会員のお申し込みは随時受け付けています。
＊ご希望の方には資料および東京国立博物館賛助会員
（TNM Members）入会申込書をお送りします。
＊お問い合わせは　
東京国立博物館営業開発部　
賛助会担当
TEL 03-3822-1111（代）



平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
夏
、
東
京

国
立
博
物
館
で
は
、
昭
和
の
書
の
発
展

に
、
書
家
・
学
者
と
し
て
大
き
く
寄
与
し

た
西
川
寧や

す
し

の
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、
そ

の
代
表
作
約
八
十
点
を
集
め
、
そ
の
足
跡

を
回
顧
す
る
名
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
展
覧
会
を
、
こ
の
度
中
国
国
家
博
物

館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
西
川
寧
氏
が
青

年
時
代
に
留
学
し
、
終
生
に
わ
た
っ
て
憧

れ
た
中
国
北ぺ

京き
ん

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、

き
わ
め
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

西
川
寧
氏
は
、
著
名
な
書
法
家
・
西
川
春

し
ゅ
ん

洞ど
う

の
三
男
。
幼
少
よ
り
書
を
学
び
、
の
ち

に
清
時
代
の
趙ち

ょ
う

之し

謙け
ん

に
傾
倒
し
ま
し
た
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
か
ら
十
五
年

（
一
九
四
〇
）に
か
け
て
は
、
外
務
省
の
特

別
研
究
員
と
し
て
北
京
に
留
学
し
、
中
国

古
代
の
文
学
・
書
法
を
研
究
し
、
帰
国
後

は
造
形
的
表
現
を
追
及
す
る
独
自
の
創
作

活
動
を
続
け
ま
し
た
。
芸
術
院
賞
受
賞
、

文
化
勲
章
受
章
な
ど
、
昭
和
の
書
壇
を
代

表
す
る
書
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
ほ
か
、

多
く
の
著
作
も
あ
り
、
書
道
史
と
書
の
理

論
の
両
面
に
わ
た
る
実
証
的
研
究
を
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
慶
応
義
塾
大
学
・
東
京

教
育
大
学（
現
筑
波
大
学
）で
教

き
ょ
う

鞭べ
ん

を
と
る

な
ど
、
現
代
書
壇
の
発
展
に
も
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
平
成
十
五
年（
二
〇
〇

三
）に
開
催
予
定
で
し
た
が
、Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の

流
行
に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

（
島
谷
弘
幸
）

東京国立博物館友の会＆パスポート

年会費 1万円 発行日から1年間有効
特　典 東京・京都・奈良国立博物館3館の平常展は
何度でもご覧いただけます。特別展に関しては、観覧券を
12枚配布。そのほか、本誌の定期郵送や、友の会対象の
イベント・講演会の開催などさまざまな特典があります

一般 3000円 学生 2000円
発行日から1年間有効

特　典 東京・京都・奈良国立博物館３館の平常展
は何度でもご覧いただけます。特別展に関しては、各
1回計6回までご覧いただけます

◆お申し込みは当館の窓口あるいは郵便振替で
友の会
加入者名（振替先） 東京国立博物館友の会　
口座番号 00160－6－406616
金　　額 1万円

＊振替用紙には職業・年齢・性別・メールアドレスを
楷書でご記入ください

パスポート
加入者名（振替先） 東京国立博物館パスポート　
口座番号　00120－3－665737
金　　額　一般3000円､学生2000円

＊振替用紙には申込区分（一般か学生）、学生の場合は
学校名および学生証番号を楷書でご記入ください
＊振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パスポ
ートチケットが届くまで保管しておいてください
＊振替手数料はお客様の負担となります
＊郵便振替でのお申込には2週間かかります

◆お問い合わせ
TEL 03－3822－1111（代）友の会・パスポート担当

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内
本誌の定期郵送をご希望の方は、年間（6冊分）
1000円の送料・事務費のご負担でお届けします

◆お申し込みは郵便振替で
加入者名（振替先） 東京国立博物館ニュース
口座番号　00100－2－388101

＊振替用紙には郵便番号･住所･氏名（ふりがな）･電話
番号を楷書でご記入ください
＊お申し込みは1年ごととなります。複数年のお申し
込みは受けられませんのでご了承ください
＊振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間保
管しておいてください
＊振替手数料は申込者のご負担となります
＊次号より送付ご希望の場合、締め切りは5月10日です

東京国立博物館利用案内
開館時間：9時30分～17時、4月～12月の特別展

開催期間中の金曜日は20時まで、4月～
9月の土・日・祝・休日は18時まで
（入館は閉館の30分前まで）

休 館 日：毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）、
年末年始（12月28日～1月1日）。ゴールデ
ンウイークおよびお盆期間（8月13日～8
月15日）は原則として無休

平常展観覧料金
一般420（210）円、大学生130（70）円
＊（ ）内は20名以上の団体料金
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障害
者手帳などをご提示ください

＊満65歳以上、および高校生以下の方の平常展観覧は
無料です。入館の際に年齢のわかるもの（生徒手帳、
健康保険証、運転免許証など）をご提示ください

＊敬老の日（2005年9月19日）は平常展のみ無料
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出版企画室 立道惠子

「ほんもの」が
みたくなるような本づくり

友の会

パスポート

◆
北
京
で「
西
川
寧
展
」を
開
催

●15 表紙：'菩薩半跏像　飛鳥時代・7世紀　奈良・中宮寺蔵（5ページ参照）

「黙然而笑」 西川寧筆 生き生きとした筆意、文字の配置と余白との響きに注目

西川寧展
3月26日（土）

～5月8日（日）
北京・中国国家博物館

主催：東京国立博物館　
中国国家博物館　
謙慎書道会

（最終回）



＝ボランティアによる本館ハイライトツアー ････場所：本館2階
＝ボランティアによる浮世絵版画展示ガイド ････場所：本館2階
＝ボランティアによる陶磁エリアガイド ････････場所：本館1階
＝ボランティアによる彫刻ガイド ･･････････････場所：本館1階
＝ボランティアによる樹木ツアー ･･････････････場所：前庭内
＝ボランティアによる考古展示室ガイド ････････場所：平成館考古展示室
＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド ･･････場所：法隆寺宝物館
＝ボランティアによる応挙館茶会 ･･････････････場所：応挙館
（参加費500円、開始1時間前に本館1階で整理券配布）

〈奈良国立博物館〉 3月23日（水）～5月8日（日）
特別展「曙光の時代－ドイツで開催した日本考古展－」
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〈京都国立博物館〉 4月12日（火）～5月15日（日）
特別展覧会「曾我蕭白ー無頼という愉悦ー」
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※2記念講演会「ヨーロッパ絵画と聖なるもの」13:30 平成館大講堂
※3バロック音楽の夕べ　19:00 表慶館
時間延長（18:00まで） 11:00、13:00、14:00 14:00 14:30 15:00

時間延長（18:00まで） 14:00 14:30
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時間延長（18:00まで） 14:00 14:30 15:00

国際博物館の日記念講演会「ミュージアムの建築」13:30 平成館大講堂
時間延長（18:00まで） 14:00 14:30 15:00

休館日

時間延長（18:00まで） 14:00 15:00

時間延長（18:00まで） 14:00 14:30 15:00

※1,2,4は事前申し込み制です。1は申し込み締め切りました。
2,4については、本誌内をご覧ください
※3は有料イベントです。チケットのお求め等詳細は本誌14ページをご覧ください
＊上記の予定は予告なく変更になることがあります
当日の予定は､インフォメーションカウンターでご確認ください

時間延長（18:00まで） 14:30

月例講演会「考古の見方・楽しみ方」13:30 平成館大講堂
時間延長（18:00まで） 14:00 15:00

列品解説「雪舟の山水画」14:00 本館3室

14:00 14:30 15:00

夜間開館 14:30

夜間開館 14:30

14:00 14:30

夜間開館 14:30

時間延長（18:00まで） 14:00 15:00

時間延長（18:00まで） 14:00 15:00

時間延長（18:00まで） 14:00 14:30

休館日

14:30 15:00

東京国立博物館 4月・5月の展示・催し物

列品解説「中宮寺　国宝菩薩半跏像について」14:00
本館特別5室

14:00 14:30 15:00 夜間開館 14:30

夜間開館 14:30

ピアノ名曲コンサート 14:00、18:00 本館特別5室
夜間開館　　　　　　 14:30

14:00 14:30

時間延長（18:00まで） 14:00 15:00

時間延長（18:00まで） 14:00 14:30

休館日

列品解説「人面付壺形土器について」14:00
平成館考古展示室

休館日

14:00 14:30 15:00

時間延長（18:00まで） 14:00 14:30

休館日

休館日

時間延長（18:00まで）

列品解説 「周時代の青銅製楽器」14:00
東洋館第5室

14:00 14:30

列品解説「特集陳列 こわい顔」14:00 本館特別3室

14:00 14:30

時間延長（18:00まで） 14:30

列品解説「展示では見えない仏像の話」14:00 本館11室

時間延長（18:00まで） 14:00 14:30

※4記念講演会「古代オリエントと聖なるもの」13:30
時間延長（18:00まで） 14:00 14:30 平成館大講堂

国際博物館の日記念文学講演会「池波正太郎」14:00平成館大講堂
時間延長（18:00まで） 11:00、13:00、14:00 14:00 14:30

14:00 14:30 15:00

14:00 14:30 15:00

列品解説「新羅の動物土偶」14:00 東洋館第10室

列品解説「イラク・ハトラ出土のヘラクレス像について」14:00
東洋館第3室

14:30 15:00

14:00 14:30

14:00 14:30

2005年5月

6/12まで

休館日

ベルリンの至宝展

14:00 14:30

夜間開館 14:30

「中宮寺 国宝 菩薩薩半跏像」庭園開放 最終日

夜間開館 14:30

休館日

夜間開館 14:30

※1記念講演会「斑鳩御所中宮寺の歴史と文化」13:30
時間延長（18:00まで） 14:30 平成館大講堂

時間延長（18:00まで） 14:30

2005年4月

14:30

14:30


	東京国立博物館ニュース　第670号　2005年4・5月号
	2　平成17年度の東京国立博物館
	4　特別展　世界遺産・博物館島　ベルリンの至宝展 
―よみがえる美の聖域―
	5　特別公開　中宮寺　国宝 菩薩半跏像
	5　巡回展　国宝　その美とこころ
	6　平常展見どころ案内　2005年4月・5月
	10　はくぶつかん散歩13　浅野館長の夢　旧法隆寺宝物館石碑
	11　教育普及事業のおしらせ　講演会・講座／親と子のギャラリー
	12　ようこそ!博物館の舞台裏へ　ご本尊、上野へ―盧舎那仏540キロの旅
	14　INFORMATION　コンサート
	15　TOPICS／Who's Who in 東博
	16　2005年4月・5月の展示・催し物




